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２０１９年１２月２６日 

四国電力株式会社 

要素訓練結果の概要 

 

１．訓練の目的 

本訓練は、「伊方発電所 原子力事業者防災業務計画 第２章第７節 １．社内における訓練」に基

づき実施するものであり、手順書の適応性、必要な要員・資機材および改善活動の検証を行い、対応

能力の習熟、向上および得られた知見から改善を図ることを訓練の目的とした。 

 

２．対象期間および対象施設 

（１）対象期間 

令和元年５月１８日（土） ～ 令和元年１１月１８日(月) 

（訓練毎の実施日については「添付資料－１、２、３」のとおり。） 

 

（２）対象施設 

   伊方発電所 

 

３．実施体制、評価体制および参加人数 

（１）実施体制 

「添付資料－１、２、３」のとおり。 

なお、通報訓練の訓練者は、訓練経験の少ない者から優先的に選出し訓練を実施した。 

 

（２）評価体制 

訓練責任者および訓練者以外より訓練評価者を選出し、定められた手順通り対応できているかを

評価した。 

 

（３）参加人数 

   「添付資料－１、２、３」のとおり。 

 

４．要素訓練の内容 

（１）通報訓練 

シナリオ非提示型の通報訓練において、連絡責任者および連絡当番者による通報ＦＡＸの作成・

送信を含む対応訓練を実施した。なお、社外通報先へのＦＡＸ送信および後追い連絡は模擬（社内

でのＦＡＸ送信およびコントローラへの電話連絡）にて実施した。 

 

（２）原子力災害医療訓練 

  管理区域内で汚染を伴う傷病者が発生したと想定し、発電所から医療機関への搬送および救急隊

受入れ等の訓練を実施した。 

なお、負傷者の搬送および医療機関への情報提供等については、関係自治体および医療機関等の

関係機関との合同にて訓練を実施した。 
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（３）緊急時対応訓練 

   全交流電源喪失等の重大事故を想定し、原子力防災要員による水源確保に係る活動を実施した。 

５．防災訓練のために想定した原子力災害の概要 

  「添付資料－１、２、３」のとおり。 

 

６．防災訓練の結果の概要（「添付資料－１、２、３」参照） 

（１）通報訓練 

   通報連絡に係わるマニュアルに基づき、訓練が実施されていることを確認した。 

 

（２）原子力災害医療訓練 

   医療措置に係わるマニュアルに基づき、訓練が実施されていることを確認した。 

 

（３）緊急時対応訓練 

   緊急時対応に係わるマニュアルに基づき、訓練が実施されていることを確認した。 

 

７．今後の原子力災害対策に向けた改善点 

訓練により抽出された課題および今後に向けた改善活動は、「添付資料－１、２、３」のとおり。 

 

 

 

以 上  

 

 

＜添付資料 要素訓練結果の概要＞ 

   添付資料－１ 通報訓練結果の概要 

   添付資料－２ 原子力災害医療訓練結果の概要 

   添付資料－３ 緊急時対応訓練結果の概要 

 

 

 



添付資料－１（１／４） 

 

通報訓練結果の概要 

 

令和元年８月２７日（午前）、参加人数：１５名 

 防災訓練のために想定した 

原子力災害の概要 

実施体制 

(① 訓練責任者、②訓練者) 
評価結果 防災訓練の結果の概要 

今後の原子力災害対策に 

向けた改善活動 

 

（シナリオ非提示型として実施） 

以下のシナリオ展開に応じた通報

連絡対応を実施した。 

 

○通常運転中の３号機において、

格納容器内（Ａループ室）で１

次冷却材の漏えいが発生し、プ

ラント停止操作を実施する。 

○プラント停止（モード３整定）

後、１次冷却材系統の減圧中に

漏えい量が増加して安全注入信

号が発信する。 

○高圧注入ポンプ２台が故障によ

り停止する。 

 

① 安全技術課長 

② 連絡責任者・連絡当番者 
良 

・異常時通報を実施する際、発生

事象は記載しているが、プラン

ト状況（運転継続なのか？負荷

降下中なのか？停止したのか？

等）の記載が無かった。 

・記載したポンプ名称が不正確で

ある事を確認した。訓練後の振

り返りにおいて、正式名称を記

載することを周知した。 

・一部改善が必要な事項が抽出さ

れたが、通報連絡に関して大き

な問題となる事項はなかった。 

・発生した事象がプラントの運転

にどう影響するのかをお知らせ

することは重要であるため、誰

が作成しても通報文にプラント

状況を記載できるよう、通報Ｆ

ＡＸ作成要領を再整備し、通報

文の記載例を添付するなどの改

善を検討する。 

 

  



添付資料－１（２／４） 

 

通報訓練結果の概要 

 

令和元年８月２７日（午後）、参加人数：１５名 

 防災訓練のために想定した 

原子力災害の概要 

実施体制 

(① 訓練責任者、②訓練者) 
評価結果 防災訓練の結果の概要 

今後の原子力災害対策に 

向けた改善活動 

 

（シナリオ非提示型として実施） 

以下のシナリオ展開に応じた通報

連絡対応を実施した。 

 

○通常運転中の３号機において、

蒸気発生器（以下、「ＳＧ」と

いう。）の細管漏えい（Ａルー

プ）が発生し、プラント停止操

作を実施する。 

○プラント停止（モード３整定）

後、漏えいＳＧの隔離実施。１

次冷却材系統の減圧開始後に漏

えい量が増加して安全注入信号

が発信する。 

○余熱除去ポンプ２台が故障によ

り停止する。 

 

① 安全技術課長 

② 連絡責任者・連絡当番者 
良 

・略称（余熱除去ポンプをＲＨＲ

Ｐと記載）を使用した記載を確

認した。訓練後の振り返りにお

いて、正式名称を記載すること

を周知した。 

・一部改善が必要な事項が抽出さ

れたが、通報連絡に関して大き

な問題となる事項はなかった。 

 

 

・ＦＡＸ文記載内容のうち、訓練

者によって認識が異なる箇所が

ある事を確認したため、記載要

領に考え方を明記する等の改善

を検討する。 

（詳細） 

 ＥＡＬ通報の様式で、事象の発

生前後の原子炉の運転状態を記

載する箇所があるが、以下２つ

の考え方で認識が異なる事を確

認したため、（２）の考え方で記

載要領を整理する。 

（１）最初に発生した事象の前後

の状態を記載し、２報目以

降は１報目と同様の記載を

継続する。 

（２）通報連絡を実施するトリガ

ーとなる事象が発生した都

度、その前後の状態を記載

する。 

 

 

  



添付資料－１（３／４） 

 

通報訓練結果の概要 

 

令和元年８月２８日（午前）、参加人数：１５名 

 防災訓練のために想定した 

原子力災害の概要 

実施体制 

(① 訓練責任者、②訓練者) 
評価結果 防災訓練の結果の概要 

今後の原子力災害対策に 

向けた改善活動 

 

（シナリオ非提示型として実施） 

以下のシナリオ展開に応じた通報

連絡対応を実施した。 

 

○通常運転中の３号機において、

格納容器内（Ａループ室）で１

次冷却材の漏えいが発生し、プ

ラント停止操作を実施する。 

○プラント停止（モード３整定）

後、１次冷却材系統の減圧中に

漏えい量が増加して安全注入信

号が発信する。 

○高圧注入ポンプ２台が故障によ

り停止する。 

 

① 安全技術課長 

② 連絡責任者・連絡当番者 
良 

 

・ホワイトボードに情報を上手く

整理できており、連絡責任者は

ホワイトボードを活用して状況

説明および対応を指示していた

ため、訓練者全員が事象を正し

く共有できており、余裕を持っ

て通報連絡対応ができていた。 

・計４回の通報連絡において、発

生事象とプラント状況を分かり

易くＦＡＸに記載しており、電

話による後追い連絡もスムーズ

に実施できていた。 

・通報連絡に関して大きな問題と

なる事項はなかった。 

 

・今後も訓練において状況を確認

し、対応能力の習熟・向上に努

めていく。 

 



添付資料－１（４／４） 

 

通報訓練結果の概要 

 

令和元年８月２９日（午後）、参加人数：１５名 

 防災訓練のために想定した 

原子力災害の概要 

実施体制 

(① 訓練責任者、②訓練者) 
評価結果 防災訓練の結果の概要 

今後の原子力災害対策に 

向けた改善活動 

 

（シナリオ非提示型として実施） 

以下のシナリオ展開に応じた通報

連絡対応を実施した。 

 

○通常運転中の３号機において、

ＳＧの細管漏えい（Ａループ）

が発生し、プラント停止操作を

実施する。 

○プラント停止（モード３整定）

後、漏えいＳＧの隔離実施。１

次冷却材系統の減圧開始後に漏

えい量が増加して安全注入信号

が発信する。 

○余熱除去ポンプ２台が故障によ

り停止する。 

 

① 安全技術課長 

② 連絡責任者・連絡当番者 
良 

・ＥＡＬ該当連絡を受けてから防

災管理者に連絡するまでに６分

程度時間を要していたため、訓

練後の振り返りにおいて、防災

管理者への連絡は最優先に実施

するよう周知した。 

・一部改善が必要な事項が抽出さ

れたが、通報連絡に関して大き

な問題となる事項はなかった。 

 

・ （２／４）と同様 

 



添付資料－２ 

 

原子力災害医療訓練結果の概要 

 

令和元年１０月３０日、参加人数：１５名 

 防災訓練のために想定した 

原子力災害の概要 

実施体制 

(① 訓練責任者、②訓練者) 
評価結果 防災訓練の結果の概要 

今後の原子力災害対策に 

向けた改善活動 

（シナリオ提示型として実施） 

 

○タイベック・半面マスク使用エ

リアで作業中の作業員が垂直梯

子から滑落し、両足をひねって

独力で動けない状態をパトロー

ルしていた当直員が発見。 

○周辺作業者と協力し担架で出入

管理室まで搬送。 

○右膝部を汚染しているため除染

対応実施。 

○左膝部に裂傷があり汚染してい

るため、汚染拡大防止措置を行

い、救急隊に引き渡す。 

○負傷者の搬送および医療機関へ

の情報提供等については、関係

自治体および医療機関等の関係

機関と合同で訓練を実施。 

 

①総務班長 

②総務班員（救護） 

技術支援班員（放射線管理） 

良 

・傷病者の応急処置および除染、

汚染拡大防止措置を実施した。 

・傷病者記録用紙を作成し、救急

隊および医療機関に情報提供を

実施した。 

・その他、訓練者の対応に問題は

なかった。 

・救急隊が傷病者を病院に搬送し

た後、救急車に同乗した放管員

が病院側に傷病者の状況を引継

ぎしている間、搬送を終えた救

急隊が放射線防護具を着用した

まま待機する状況となった。次

回訓練より、後追いで応援に駆

け付ける放管員役を配置する等

して、救急隊への放射線防護管

理上の措置の指示を出すなどの

想定を検討する。 

・今後も関係自治体および医療機

関等と合同の原子力災害医療訓

練を実施していきながら、対応

能力の習熟・向上に努めてい

く。 

 

 



添付資料－３ 

 

緊急時対応訓練結果の概要 

 

令和元年１１月１８日、参加人数：１３名 

 防災訓練のために想定した 

原子力災害の概要 

実施体制 

(① 訓練責任者、②訓練者) 
評価結果 防災訓練の結果の概要 

今後の原子力災害対策に 

向けた改善活動 

（シナリオ提示型として実施） 

 

○対象号機 ３号機 

○夜間において、中型ポンプ車に

よる代替補機冷却水の通水準備

を実施。 

○可搬型照明設備（投光器）の設

置を実施。 

 

（参考） 

訓練時間 １８時３０分 

～２０時１５分 

① 安全技術課長 

②原子力防災要員（水源確保班） 
良 

 

・クレーンを使用した楊重作業や

ホース展張車を使用したホース

敷設作業などの安全に係る作業

では、互いに積極的な声掛けが

できていた。 

・２台の中型ポンプ車の設置作業

について、投光器の設置のタイ

ミングで、１台目は投光器なし、

２台目は投光器ありでの作業と

なったが、どちらも問題なく実

施できた。なお、投光器ありの

場合は格段に作業環境が向上し

た。 

・手順通り作業が実施され、問題

となる事項はなかった。 

・夜間作業で使用するヘッドライ

ト、可搬型照明設備（投光器）

が有効に機能していることを

確認した。 

 

・今後も、訓練において状況を確

認し、緊急時対応能力の習熟・

向上に努めていく。 

 

 


